































／明治 8〜1890／明治 23）、国会開設の勅諭（1881／明治 14）、内閣制度発足（1885／明治 18）、大




































に活躍した神田孝平（1830〜1898／文政 13〜明治 31）、福沢諭吉（1835〜1901／天保 5〜明治 34）、





























そうであれば、「格物致知」論の骨子に則して、西の西来語理解を見返せば、西は、reason や natural 




















































「洋字をヲ以テ國語ヲ書スルノ論」（創刊号、明治 7 年 3 月） 
「非學者職分論」（第 2 号・明治 7 年 3 月） 
「駁舊相公議一題」（第 3 号・明治 7 年 4 月） 
「煉火石造ノ説」（第 4 号・明治 7 年 4 月） 
「教門論」（第 4、5、6、8、9、12 号・明治 7 年 4、4?、4?、5、6、6 月） 
「知説」（第 14、17、20、22、25 号・明治 7 年 7、9、11、12、12 月） 
「愛敵論」（第 16 号・明治 7 年？月） 
「情實論」（第 18 号・明治 7 年 10 月） 
「秘密説」（第 19 号・明治 7 年 10 月） 
「内地旅行」（第 23 号・明治 7 年 12 月） 
「網羅議院ノ説」（第 29 号・明治 8 年 2 月） 
「國民氣風論」（第 32 号・明治 8 年 3 月） 
「人生三寶説」（第 38、39、40、42、43 号・明治 8 年 6、6、8、10、10 月） 
 
・『講學餘談』 
「演説會ノ一説」（1877/明治 10 年 6 月 17 日） 
 
・『學藝志林』 
「學問ハ淵源ヲ深クスルニ在ルノ論」（第二冊、1877/明治 10 年 8 月） 
 
・『内外兵事新聞』 
「兵家德行」（第 132、136、140、145 号・1878/明治 11 年：合本第 166 号附録、1878/明治 11 年 10 月） 
「兵賦論」（第 166〜289 号・1878/明治 11 年 10 月 20 日刊〜1881/明治 14 年 2 月 27 日刊） 
 
・『交詢雑誌』 
「交詢社創立會祝詞交詢字義」（第 2 号・1880/明治 13 年 4 月刊） 
 
・『東京學士會院雑誌』 
「論理新説」（第 6 編第 4 冊、1884/明治 17 年） 

















































































































































西周には、大久保氏が「熊澤蕃山の書に就いて」と題した「明治 17 年 6 月 25 日」付の書翰がある
21。「右蕃山先生書…」からはじまるその書翰には、その最後に「後學西周謹識」と記されている。
従来の西周研究では、蕃山との関わりは全く指摘されてこなかったが、西周はここにおいて、蕃山













































ラ シ ヨ ナ リ ズ ム
、其説雖有出入所見頗相似、唯至輓近、孛士氐非士謨
ボ ス テ イ ビ ズ ム
、據證確實、
辨論明哲、將有大補乎後學、是我亞細亞之所未見、而墺梧支坤度


















































































































































































































































3 『西周哲学著作集』（岩波書店、昭和 8 年）、402 頁 
4 大久保利謙編『西周全集』（宗高書房）第一巻、64 頁。以下、書名、巻数、頁を記す。 
5 『西周全集』第一巻、37 頁。 





7 『西周全集』第一巻、169 頁 
8 『西周全集』第一巻、391 頁 
9 『西周全集』第一巻、391 頁 





12 西は中風を患い、1894／明治 27 年 5 月以降、外出できなくなる。また、1890／明治 23 年 9 月 29 日、
西は、元老院廃止に伴い貴族院に勅任されるが、第 1 回帝国議会が開院（11 月 24 日）する前の 11 月 11
日に、この中風を理由とする辞表を提出している。一度は撤回するが、結局翌年の 2 月 16 日に再度辞
表を提出し、翌 17 日に辞職している。いずれも第三巻、857 頁参照。 
13 『西周全集』第一巻所収。以下、書名、巻数、頁数のみを記す。 
14 『西周全集』第一巻、297 頁 
15 『西周全集』第一巻、296 頁 
16 『西周全集』第一巻、299 頁 
17 『西周全集』第一巻、303 頁 
18 『西周全集』第一巻、303 頁 










21 『西周全集』第三巻、300〜301 頁 
22 「西家譜略」は、西周の自叙伝である。『西周全集』第三巻、727〜728 頁 
23 熊澤蕃山『集義和書』有朋堂書店、大正二年、304 頁。以下、書名、頁のみ記す。 
24 『集義和書』386 頁 
25 『集義和書』386〜387 頁 
26 『集義和書』457〜458 頁 
27 『集義和書』39 頁 
28 『西周全集』第一巻、19 頁 
29 小泉仰「西周による統一科学の試み」（『哲学』54、1969）、「『百一新論』における西周の人間性論と荻
生徂徠」（『哲学』55、1970）、蓮沼啓介「百一新論の成立事情」（『神戸法學雜誌』31(1)、1981.06）、「明
治初期の啓蒙書の文体:『真政大意』『百一新論』を中心として」（『文藝言語研究 言語篇』14、1988）、
後藤愛司「西周『百一新論』における儒教批判」（『聖徳学園女子短期大学紀要』30、1998）、川村肇「西
 
国際哲学研究 7号 2018　　165
  
 
周の近代——『百一新論』を読む」（『獨協学園資料センター研究年報』2、2010）。また、著書に、再録
された桑木厳翼『日本哲学の黎明期―西周の『百一新論』と明治の哲学界』（書肆心水、2008）がある。 
 
 
キーワード：西周、儒学、百教一致、実証主義、五官の実徴 
 
166　　西周の儒学批判――『百一新論』巻之上再考――
